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は
じ
め
に 

 

一
月
二
十
六
日
、
岡
山
合
同
法

律
事
務
所
で
「
中
国
帰
国
者
の
尊

厳
を
回
復
す
る
岡
山
の
会
」
の
役

員
会
を
開
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

高
見
会
長
、
平
本
・
竹
内
副
会
長
、

則
武
事
務
局
長
、
小
林
事
務
局
次

長
、
高
杉
・井
上
会
計
と
通
訳
の
馬

小
菲
さ
ん
の
８
人
で
す
。 

 

経
過
報
告
（
二
〇
一
一
年
六
月

十
八
日
の
結
成
総
会
か
ら
二
〇
一

二
年
十
二
月
二
十
七
日
の
高
見
会

長
宅
で
の
打
ち
合
わ
せ
会
）
の
あ

と
、
則
武
事
務
局
長
よ
り
、
昨
年

十
二
月
九
日
の
全
国
弁
護
団
会
議

と
選
挙
の
結
果
生
ま
れ
た
安
倍
自

民
・
公
明
政
権
へ
の
対
応
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

安
倍
自
公
政
権
と

「
配
偶
者
」
問
題 

こ
の
政
権
は
、
憲
法
改
悪
、
生
活

保
護
費
の
引
き
下
げ
な
ど
多
く
の

問
題
点
を
も
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
二
〇
〇
七
年
に
中
国
残
留
邦

人
に
対
す
る
新
支
援
法
が
で
き
た

今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て 

 

二
月
中
の
国
会
内
で
の
諸
行
動
が

延
期
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、
当
面

は
、
、
三
月
三
一
日
に
東
京
で
予
定

さ
れ
て
い
る
全
国
弁
護
団
会
議
に

向
け
て
次
の
諸
取
り
組
み
を
確
認

し
ま
し
た
。 

一
、 

地
元
の
各
政
党
へ
パ
ン
フ
を
も
っ

て
要
請
行
動
を
行
う
。 

二
、 

署
名
活
動
を
再
開
す
る
。 

三
、 

パ
ン
フ
の
学
習
と
普
及
活
動
を

通
し
て
「
配
偶
者
」
問
題
の
理

解
を
拡
げ
る
。 

 

そ
の
他
、
会
員
を
五
〇
人
ま
で
に

中
国
を
捨
て
て
日
本
に
い
っ
た
人
で

は
な
い
か
と
の
見
方
も
あ
る
と
述
べ

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
則
武
事
務

局
長
は
、
（
パ
ン
フ
「
中
国
「
残
留
孤

児
」
残
さ
れ
た
課
題─

配
偶
者
に

も
尊
厳
あ
る
老
後
を─

」
に
載
っ
て

い
る
「
遺
さ
れ
た
配
偶
者
た
ち
の

声
」
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
る
こ
と

の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

中国電力岡山支社抗議行動 

 

時
の
政
権
で
も
あ
り
、
中
国
残
留

孤
児
の
「
配
偶
者
」
問
題
の
解
決
に

関
し
て
は
、
有
利
な
情
勢
で
は
な
い

か
。
現
に
自
民
・
公
明
の
与
党
Ｐ
Ｔ

（プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）が
、
法
案
提

出
の
方
向
で
努
力
を
始
め
て
い
ま

す
。 当

初
予
定
し
て
い
た
二
月
中
の

議
員
要
請
行
動
・院
内
集
会
は
、
与

党
Ｐ
Ｔ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
野

田
議
員
（
自
民
）
が
多
忙
の
た
め
延

期
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
孤
児
」
同
士
の
交
流

を
深
め
よ
う
！ 

 

高
見
・
高
杉
さ
ん
か
ら
、
裁
判
の

当
時
と
比
べ
て
「
孤
児
」
同
士
が
交

流
し
、
議
論
す
る
こ
と
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
「
配
偶
者
」

を
亡
く
し
て
い
る
人
を
始
め
、
全
体

的
に
こ
の
問
題
に
対
し
て
関
心
が
う

す
く
な
っ
て
い
る
と
語
り
ま
し
た
。

私
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
に
対
し
て

「
特
に
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
」
と

答
え
た
人
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。
平
本
さ
ん
は
、
中
国

人
の
一
部
（
と
く
に
若
い
人
）
に
は
、

「配
偶
者
」支
援
署
名
と 

県
内
各
政
党
へ
の
要
請
行
動
を
強
め
よ
う
！ 

増
や
し
、
二
〇
一
三

年
度
の
会
費
を
早
く

集
め
、
東
京
な
ど
へ
の

旅
費
を
確
保
す
る
こ

と
な
ど
を
決
め
ま
し

た
。 

 

最
後
に
「
中
国
帰

国
者
の
尊
厳
を
回
復

す
る
岡
山
の
会
」
の

総
会
を
三
月
三
〇

日
（
土
）
午
後
一
時

か
ら
四
時
ま
で
高
島

公
民
館
で
開
催
す
る

こ
と
を
決
め
て
終
わ

り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

小
林
軍
治 

パンフレットの普及をお願いします 

いますぐ原発ゼロ 
 原発は様々な放射能のごみを大量に発生させます。それは放射能

廃棄物と呼ばれ、１０万年以上も隔離しなければなりません。青森県

六カ所村にある国内唯一の再処理工場の収容量はすでに限界に達

しています。このまま原発を稼働し続ければ、次の世代に残す「負の

遺産」は増える一方です。未来の負担、子孫の負担を少しでも小さく

しないといけません。そのためには、原発はいますぐやめるしかあり

ません。原発に替え、自然エネルギーを活用することを模索し、提案

する私たちの活動はますます重要になっています。 

２月の行動予定 

第２６回 ８日（金）１２：１５～１３：００ 

第２７回１５日（金）１２：１５～１３：００ 

第２８回２２日（金）１２：１５～１３：００ 

岡山市北区内山下 1-11-1 

うちさんげ電気ビル 

※呼びかけ団体 

原発ゼロをめざすイレブン 

アクション岡山実行委員会 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

２
月
１２
（火
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

石川 

貝吹 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

西森 

当面する諸行事 
日中岡山支部及び帰国者のみなさんが関係する２月～３月の諸行事 

２月 １、岡山県地域人権問題研究集会２０１３ 

       ２月２日（土） 岡山市勤労福祉センター 

     ２、２０１３年春節岡山大会 

        ２月１０日（日）午後５時３０分～  

        岡山国際交流センター８階イベントホール 

        ２０１３年春節岡山大会実行委員会 

        TEL086-201-1076 

        日本語弁論大会、カラオケ大会、他 

     ３、第４５回「建国記念の日」を考える県民のつどい 

        テーマ 歴史研究・歴史教育の立場から 

        ところ：岡山大学１０番教室 

１、 講演 日本古代史研究の過去・現在・未来 

講師 今津勝紀（岡山大学文学部准教授） 

２、 報告 歴史教育と「建国記念の日」 

報告者 古市秀治（考古学研究会 平和・歴史教育委員会） 

日時 ２月１１日（月・祭日）１３時～ 資料代５００円 

４、中国帰国者社会見学交流会 

        人と防災未来センター＆中華街春節祭 

       日時：２月１４日（木）８：００～１９：００ 

       集合場所：岡山駅（総社、倉敷、備前の方はセンターに 

お問い合わせください。 

         参加費：無料 ※昼食は持参または自己負担 

       お問合わせ：中国・四国中国帰国者支援・交流センター 

       電話：082-250—0210 

     ５、中国帰国者高齢者施設訪問と交流会 

       日程：２月１５日（金） 

       訪問先：特別養護老人ホーム 幸輝園 

       参加費無料（昼食代金自己負担） 

       お問合わせ：中国・四国中国帰国者支援・交流センター 

     ６、臨界幻想２０１１ 青年劇場 

       ２月２５日（月） 開演：１９時 岡山市民会館 

       前売り：一般 3,500円 学生 2,000円 高校生以下 1,000円 

３月 ７、中国語講座総会 

       ３月２日（土）１４：００～１６：００ 岡西公民館 

                           北区下伊福１－４８ 

       ※全受講生、講師に連絡します。４月からの開設講座数、 

受講数、講座運営などについて協議して決めます 

     ８、日中友好協会中国・四国ブロック交流会 

        日程：３月８日（金）～９日（土） 広島市中区国際会議場 

     ９、第３９回 中国料理教室 

       ３月１０日（日） １０：００～１２：３０  芳田公民館 

       講師：猪野さん 陳夏さん 

       （詳細はまたお知らせします） 

    １０、高退教岡山支部交流会 

       と き：３月１８日（月）１０：００～１５：００ 

       ところ：高島公民館 086-275-1341 

       中国帰国者とギョウザづくりや二胡の演奏などで交流 

    １１、中国帰国者の尊厳を回復する岡山の会総会 

       と き：３月３０日（土）１３：００～１６：００ 

       ところ：高島公民館 

       ※「配偶者」支援の取り組みなどについて話し合う。 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？ 36  

竹内和夫 

 

 

 

 

拍の数 

 ⑤に「５０音図」という名の表には、約百拍の文字がなら

んでいる、と書きました。よく表を見てみましょう。 

 区別すべき拍を数えてみます。ア行～マ行５×７＝３５、

ヤ行３、ラ行５、ワ行１（ヲはオとおなじ拍）、ン１、ガ行

～パ行５×５＝２５（ただしジとヂ、ズとヅは、おなじ拍だ

から－２＝２３）、キャ行～ピャ行３×１２＝３６（ただし

ジャ行とヂャ行は、おなじ拍だから－３＝３３）、以上の合

計１０１拍。 

 この表にないものを加えます：小さい（ッ）、シャ行のシ

ェ（例シェパード）、チャ行のチェ（例チェス）、ジャ行のジ

ェ（例ジェーアール）、ヤ行のイェ（例イェロー）、ファ行の

ファ、フィ、フェ、フォ（例ファイト、フィギャー、フェリ

ー、フォークダンス）、ワ行のウィ、ウェ、ウォ（例ウィー

ク、スポーツウェア、ウォーター）、タ行のティ、トゥ（例

パーティ、トゥーダウン）、ダ行のディ、ドゥ、デュ（例デ

ィーゼル、デュエット）、ツァ行のツァ、ツェ、ツォ（例オ

トッツァン、ツェツェバエ、ゴッツォオ）。 

 教室にはってある表と実際の発音とがかなりずれていま

すね。 

さて、むずかしいことになってきました、スポーツやファ

ッション界に、たくさんの外来音（イギリス語などからの）

が入ってきました。１５ぐらい加わるでしょうか。とくに下

線のものなど、ゆれています。 

 PTA ピーテーエー、パーテーと発音する老人は青年より拍

数が少ないはずです。言語は常に変化しています。しかしニ

ホン語の拍数は、おどろくべき少なさです。すなわち母音（ボ

イン）５と、子音（シイン）１６との組み合わせ１１０くら

いと、つまる音とはねる音です。 

 音節数では中国語が約４００、イギリス語は 3,000 以上。 

 こどものころ、野球のファアストをホワスト、ファウルを

ハアルといっていたのを思うと隔世の感。 

 

つづく 

  

２０１３年第４５回 

全国きりえコンクール 
主催：日本中国友好協会 

運営・審査：日本中国友好協会 

        きりえ委員会 

審査日時：２０１３年４月２１日（日） 

作品搬入日（応募締切） 

４月８日（月）～１０日（水） 


